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大
東
亜
戦
争
の
想
い
出

北
支
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
（
一
）

岐
阜
県

瀬
ノ
上

男

私
共
の
年
令
で
健
康
な
男
は
全
部
・
全
員
が
軍
隊
の
飯

を
食
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）

年
、
現
役
兵
と
し
て
出
征
し
、
中
国
（
北
支
・
中
支
）、

南
方
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
連
れ
て
行
か
れ
、
九
死
に
一
生
を

得
て
帰
り
、
栄
養
失
調
の
た
め
五
カ
月
間
苦
し
み
、
漸
く

立
ち
直
っ
て
戦
後
の
苦
し
み
も
皆
と
共
に
戦
い
、
平
和
な

現
在
と
健
在
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
こ
れ
ら
の
我
が
想
い
出
を
綴
っ
て
み
ま
し

た
。昭

和
十
七
年
八
月
、
機
密
第
一
四
六
号
に
よ
り
、
第
二

十
六
師
団
要
員
と
し
て
歩
兵
第
六
十
八
連
隊
補
充
の
た
め

現
役
兵
と
し
て
入
隊
し
た
。

同
年
三
月
六
日
、
鮮
満
国
境
通
過
。
同
十
七
日
、
満
・

支
国
境
通
過
、
河
北
省
滄
県
着
、
独
立
歩
兵
第
十
二
連
隊

第
一
中
隊
に
編
入
、
同
地
警
備
。

五
月
二
十
二
日
、
教
育
の
た
め
大
同
陸
軍
病
院
に
分
遣

を
命
ぜ
ら
る
。
各
中
隊
よ
り
一
人
に
て
十
二
人
選
抜
さ

れ
、
滄
県
よ
り
大
同
陸
軍
病
院
ま
で
引
率
指
揮
を
命
ぜ
ら

る
。九

月
一
日
、
精
勤
章
付
与
さ
る
。
同
二
十
八
日
、
衛
生

教
育
終
了
。
同
月
二
十
九
日
、
原
隊
復
帰
の
た
め
報
告
、

同
地
付
近
の
警
備
。

九
月
三
十
日
〜
昭
和
十
八
年
、
秋
季
冀
共
西
作
戦
に
参

加
。
永
定
荘
付
近
に
在
り
て
残
留
勤
務
、
付
近
住
民
の
怪

我
及
び
病
人
の
治
療
に
当
た
る
。

昭
和
十
九
年
一
月
十
六
日
、
警
備
地
変
更
の
た
め
永
家

荘
出
発
。
一
月
十
八
日
、
雲
邱
着
、
同
日
よ
り
付
近
の
警

備
。二

月
六
日
〜
十
七
日
、
銀
廠
及
び
大
営
鎮
西
北
方
地
区

の
八
路
軍
の
粛
正
討
伐
に
参
加
し
、
負
傷
兵
数
人
及
び
現

地
住
民
が
住
居
を
焼
か
れ
負
傷
者
の
手
当
。
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同
十
八
日
〜
二
十
二
日
、
第
三
中
隊
が
八
路
軍
の
夜
襲

を
受
け
応
援
要
請
の
無
電
あ
り
、
急
遽
一
個
小
隊
応
援
に

出
発
し
た
が
全
滅
後
で
あ
っ
た
。
我
々
は
二
次
応
援
と
し

て
出
発
し
た
が
、
到
着
時
、
兵
舎
の
柱
が
焼
け
残
り
、
黙

禱
し
て
帰
隊
。

同
二
十
四
日
、
警
備
地
変
更
の
た
め
霊
邱
発
〜
広
霊

着
。三

月
一
日
、
命
衛
生
上
等
兵
。

五
月
七
日
、
西
北
河
南
作
戦
参
加
の
た
め
広
霊
発
。

同
十
八
日
、
河
南
省

県
着
。
同
日
、

県
南
方
高
地

付
近
の
戦
闘
に
参
加
。

同
十
九
日
、
温
堂
付
近
の
戦
闘
に
参
加
。

同
十
九
日
、
独
立
混
成
部
隊
に
追
い
着
く
。

独
立
混
成
部
隊
と
交
替
し
第
一
線
に
出
る
。

泉
第
五
三
一
五
部
隊
に
特
別
挺
身
攻
撃
隊
の
命
を
受
け
、

官
庄
付
近
に
総
攻
撃
に
間
に
合
わ
せ
よ
と
無
理
な
命
令
下

る
。

そ
れ
か
ら
一
日
の
前
進
が
何
が
何
で
も
十
八
里
進
む
こ
と

に
な
り
、
夜
は
三
時
間
休
め
ば
前
進
せ
よ
と
命
令
が
出

て
、
落
伍
者
は
部
隊
の
三
分
の
一
も
出
た
。
他
に
負
傷
者

も
あ
り
、
止
む
を
得
ず
負
傷
者
は
残
し
て
前
進
し
た
。

後
方
の
陸
軍
病
院
も
危
険
承
知
で
、
後
方
五
キ
ロ
程
度
ま

で
進
ん
で
く
れ
た
が
、
負
傷
者
と
別
れ
て
行
く
の
は
辛
い

こ
と
だ
っ
た
。

同
十
九
日
、
大
営
着
、
同
地
付
近
の
警
備
、
十
里
付
近

の
戦
闘
参
加
。

六
月
三
日

第
二
次
作
戦
参
加
。

同
七
日

河
南
省
霊
宝
県
分
山
道
口
付
近
戦
闘
。

同
八
日

官
庄
付
近
の
戦
闘
参
加
。

同
九
日

河
南
省
付
近
の
戦
闘
参
加
。

（
河
南
作
戦
）

我
が
部
隊
は
、
特
別
挺
身
隊
の
面
目
に
掛
け
て
も
、
ま

た
、
鉄
チ
ン
部
隊
と
異
名
が
着
く
程
、
鉄
帽
を
離
さ
な
い

部
隊
が
目
的
地
到
着
す
る
。

隊
長
は
定
め
ら
れ
た
地
点
に
到
着
で
き
た
こ
と
を
殊
の
外

喜
ぶ
。

「
他
の
部
隊
で
は
到
底
、
指
定
の
時
刻
に
は
間
に
合
わ
ず
、

鉄
道
の
鉄
橋
は
落
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
は
爆
破
さ
れ
た
情
報
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が
入
っ
て
来
て
、
総
攻
撃
の
時
間
迄
に
到
着
で
き
る
こ
と

を
指
揮
官
は
祈
っ
て
い
た
が
、
三
時
間
早
く
到
着
す
る
と

は
驚
い
た
」
と
言
っ
て
、
本
部
か
ら
部
隊
長
が
褒
め
て

「
総
攻
撃
ま
で
ま
だ
時
間
が
あ
る
か
ら
、
隊
員
に
ゆ
っ
く

り
休
ま
せ
る
よ
う
に
」
と
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
受
け
、

上
機
嫌
で
あ
っ
た
と
、
中
隊
長
は
嬉
し
そ
う
。

全
員
は
安
心
と
満
足
感
を
味
わ
っ
た
。

総
攻
撃
を
山
の
上
で
杏
子
の
熟
し
た
の
を
食
べ
な
が
ら
高

見
の
見
物
を
し
て
い
る
時
、
敵
飛
行
機
が
、
山
の
上
を
ス

レ
ス
レ
に
飛
ん
で
き
た
。
そ
れ
を
古
参
兵
が
機
首
を
狙
っ

て
一
発
で
射
ち
、
見
事
に
命
中
、
忽
ち
黒
煙
を
残
し
な
が

ら
敵
陣
地
に
墜
落
爆
破
し
た
。
山
の
上
で
は
中
隊
長
は
じ

め
全
員
が
大
喜
び
、
大
騒
ぎ
で
あ
っ
た
。

六
月
十
七
日

河
南
の
戦
場
を
後
に
し
て
原
隊
に
向

か
っ
て
出
発
。

同
二
十
一
日

大
同
着

同
地
警
備
変
更
の
た
め
大
同

出
発
。

同
二
十
二
日

包
頭
着
、
同
日
よ
り
同
地
付
近
の
警

備
。

七
月

五
日

警
備
地
変
更
の
た
め
包
頭
出
発
。

七
日

大
同
着

同
地
付
近
の
警
備
。

十
九
日

第
二
十
六
師
団
比
島
転
用
の
た
め
大

同
発
。

二
十
一
日

満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過
。

二
十
三
日

鮮
満
国
境
（
新
義
州
、
安
東
）
通

過
。

二
十
五
日

釜
山
着
。

八
月

八
日

釜
山
出
発
。

二
十
二
日

比
島
マ
ニ
ラ
上
陸
。

二
十
五
日

マ
ン
ガ
タ
レ
ン
着
、
同
地
駐
留
。

同
月
二
十
二
日
〜
十
月
九
日
、
比
島
全
島
第
三
期
粛
正

討
伐
参
加
。

十
月

十
日

歩
兵
第
十
三
連
隊
第
二
大
隊
第
六
中

隊
に
転
隊
。十

一
日

七
日
間
第
二
次
掲
渡
作
戦
参
加
。

二
十
日

レ
イ
テ
作
戦
参
加
の
た
め
マ
ニ
ラ

発
。

二
十
六
日

ル
ソ
ン
島
南
端
沖
に
て
遭
難
し
、
同
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夜
半
海
防
艦
に
て
救
助
さ
れ
、
マ
ニ
ラ
帰
着
。

十
一
月

三
日

レ
イ
テ
島
作
戦
参
加
の
た
め
マ
ニ
ラ

発
、
同
日
夜
半
戦
況
悪
化
し
マ
ニ
ラ
へ
逆
行
。

十
九
日

再
度
レ
イ
テ
作
戦
の
た
め
、
マ
ニ
ラ

港
出
発
。二

十
五
日

早
朝
マ
ヌ
バ
テ
島
南
端
（
リ
ン
ボ
ハ

ン
）
に
て
敵
機
に
発
見
さ
れ
爆
撃
を
受
け
、
輸
送
船
は
鋲

が
無
く
溶
接
で
あ
っ
た
た
め
鉄
板
が
バ
ラ
バ
ラ
と
な
り
沈

没
、
二
万
人
余
が
、
千
人
足
ら
ず
と
な
り
、
夕
方
に
は
海

岸
に
戦
友
達
の
屍
が
船
の
破
片
等
と
共
に
流
れ
着
き
、
哀

れ
な
血
の
海
と
な
る
。

十
一
月
二
十
五
日

上
岸
し
た
者
は
、
隊
毎
に
集
結
し

て
安
否
を
確
か
め
、
少
数
の
所
は
任
意
に
ま
と
ま
り
、
近

く
の
山
に
入
り
木
枝
を
集
め
て
小
屋
を
造
り
、
食
糧
を
探

す
と
共
に
、
作
物
ら
し
き
物
を
見
つ
け
る
か
途
方
に
暮
れ

な
が
ら
夜
を
明
か
す
。

住
民
と
は
「
絶
対
に
問
題
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と

が
一
番
大
事
な
こ
と
心
掛
け
よ
」
を
合
言
葉
に
、
四
、
五

人
ず
つ
、
帯
剣
で
木
の
枝
を
取
り
こ
れ
を
横
に
三
〇
セ
ン

チ
間
隔
に
つ
る
草
で
結
び
、
そ
の
上
に
椰
子
の
葉
に
似
た

植
物
を
乗
せ
、
地
面
の
傾
斜
地
を
利
用
し
凌
い
で
い
た
。

し
か
し
、
食
料
が
手
に
入
ら
ぬ
。
午
後
海
岸
近
く
で
椰
子

の
実
を
拾
い
割
っ
て
食
べ
た
。
朝
か
ら
何
も
食
べ
て
い
な

い
。二

十
六
日
の
明
け
方
か
ら
腹
痛
を
起
こ
し
て
眠
れ
ず
、

海
に
飛
び
込
み
濡
れ
鼠
の
体
で
椰
子
の
実
を
空
腹
時
食
べ

た
の
が
悪
か
っ
た
と
気
付
い
た
が
、
下
痢
が
始
ま
り
激

痛
、
血
便
、
赤
痢
と
な
る
。

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
絶
食
以
外
無
し
と
決
心
、
戦

友
達
に
「
自
分
は
赤
痢
だ
か
ら
近
付
く
な

」
と
、
少
し

離
れ
た
所
に
、
木
陰
を
利
用
し
絶
食
に
は
い
っ
た
。

自
分
は
貴
重
薬
の
ロ
ー
ト
エ
キ
ス
を
所
持
し
て
い
た
が

「
今
自
分
だ
け
が
こ
の
貴
重
薬
を
使
っ
た
ら
、
現
在
い
る

者
は
薬
物
何
一
つ
無
い
ん
だ
」
と
考
え
て
我
慢
し
た
。

一
番
苦
し
ん
で
い
る
時
は
血
便
が
一
日
二
十
八
回
も
あ
っ

た
。

そ
れ
か
ら
三
日
後
、
私
共
の
い
る
山
へ
艦
砲
射
撃
で
、
五

〇
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
所
へ
砲
弾
が
集
中
攻
撃
。
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私
達
は
不
運
と
諦
め
覚
悟
を
決
め
て
い
た
時
、
二
人
の
兵

が
来
て
、
し
か
も
蔓
草
で
作
っ
た
担
架
を
持
っ
て
来
て

「『
一
緒
に
行
動
せ
よ
』
と
の
命
令
を
受
け
て
き
ま
し
た
」、

と
。
こ
れ
を
見
て
思
わ
ず
涙
が
流
れ
ま
し
た
。
私
ら
は
、

二
人
の
兵
隊
に
心
か
ら
「
有
難
う
、
歩
く
か
ら
丈
夫
な
杖

を
作
っ
て
く
れ
」
と
頼
み
、
杖
に
替
え
、
私
の
装
具
を
二

人
に
持
っ
て
も
ら
い
、
後
尾
か
ら
杖
に
す
が
っ
て
、
遅
れ

な
い
よ
う
に
、
歯
を
喰
い
し
ば
っ
て
つ
い
て
行
く
。

夜
明
け
が
近
づ
き
、
辺
り
一
面
に
畠
ら
し
き
景
色
が
見
え

て
き
た
。
そ
の
時
、「
暫
時
休
憩
」
の
伝
達
が
入
り
、
私

は
そ
の
場
に
倒
れ
る
よ
う
に
横
に
な
り
、
意
識
朦
朧
と

な
っ
て
そ
の
後
の
こ
と
は
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

付
近
が
な
ん
だ
か
騒
が
し
く
、
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な

良
い
気
分
で
、
目
が
醒
め
、
静
か
に
近
く
を
見
る
と
、
兵

隊
達
が
談
笑
し
、
傍
ら
に
食
べ
残
し
の
芋
が
あ
り
ま
し

た
。
暫
く
し
て
芋
を
見
た
た
め
か
食
欲
が
出
て
、
寝
た
ま

ま
で
芋
を
貰
い
、
手
に
握
っ
た
ま
ま
、
食
べ
た
ら
、
さ
ぞ

か
し
痛
み
苦
し
む
だ
ろ
う
か
と
、
た
め
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
も
う
我
慢
で
き
ず
食
い
付
き
ま
し
た
。
小
さ
な
芋
は

忽
ち
喉
を
通
り
、
久
し
ぶ
り
に
胃
袋
へ
落
ち
着
き
、
痛
み

も
無
く
残
っ
て
い
た
芋
も
三
個
食
べ
ま
し
た
。

水
を
呑
み
、
起
き
上
が
っ
て
手
を
つ
ね
っ
て
、
自
分
は

完
全
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
、
近
く
に
居
た
兵
隊

達
に
「
俺
は
生
き
返
る
こ
と
が
で
き
た
。
有
難
う
」
と
座

り
直
し
て
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

私
が
生
き
返
っ
た
こ
と
に
吃
驚
し
て
、
先
頭
に
い
た
隊

長
達
の
所
へ
報
告
に
走
り
、
隊
長
ほ
か
五
、
六
人
が
、
こ

れ
も
走
っ
て
私
の
所
へ
来
て
顔
を
見
る
な
り
、「
生
き

返
っ
た
っ
て
？

よ
く
ぞ
頑
張
っ
た

」、
皆
も
私
を
見

て
、「
諦
め
て
い
た
が
良
く
頑
張
っ
た
」
と
、
代
わ
る
代

わ
る
励
ま
し
に
来
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

横
田
隊
長
が
、「
こ
の
場
所
は
洞
田
（
旧
姓
）
が
生
き

返
っ
た
縁
起
の
良
い
場
所
だ
か
ら
、
今
夜
は
こ
こ
で
一
泊

す
る
」
と
決
定
し
て
、
今
後
の
方
針
を
立
て
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

直
ち
に
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
下
士
官
以
上
集
合
し

て
協
議
の
結
果
、
山
中
に
分
け
入
る
班
と
平
坦
部
と
に
分
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け
て
、
各
二
個
班
を
作
り
、
他
に
指
揮
班
計
五
班
に
て
捜

索
も
す
る
。
但
し
、
行
動
範
囲
は
二
キ
ロ
以
内
と
す
る
、

と
決
め
ま
し
た
。

早
朝
、
指
揮
班
、
連
絡
を
受
け
た
者
は
、
元
気
に
出
て

行
く
の
を
送
り
出
し
、
残
留
組
は
食
糧
探
し
に
出
発
し
ま

し
た
。
夕
方
平
坦
部
の
組
が
揃
っ
て
来
た
所
に
よ
る
と
、

点
在
す
る
農
家
は
貧
し
い
生
活
ら
し
く
、
牛
が
一
頭
に
豚

が
二
、
三
頭
、
鶏
が
い
た
所
も
あ
り
、
こ
れ
は
良
い
方

で
、
牛
の
い
な
い
家
等
、
畑
は
家
の
ま
わ
り
だ
け
で
、
田

は
見
当
た
ら
な
い
と
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

山
中
へ
向
か
っ
た
組
は
、
山
の
麓
に
は
バ
ナ
ナ
の
林

（
小
さ
い
）
果
樹
等
も
少
々
あ
る
。
そ
こ
に
は
水
も
あ
り
、

中
に
は
大
き
な
木
も
生
え
て
い
る
。
ま
た
山
へ
は
余
り
人

の
入
っ
た
様
子
も
無
い
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。
が
、
我
々

が
こ
の
島
に
い
た
こ
と
は
米
軍
は
知
っ
て
い
る
か
ら
、
い

つ
、
再
び
艦
砲
射
撃
を
受
け
る
か
判
ら
な
い
。
山
の
方
が

安
全
で
あ
る
。
と
い
う
事
に
決
ま
り
、
住
民
の
農
作
物
を

荒
ら
す
こ
と
を
極
力
止
め
て
、
他
の
場
所
を
探
そ
う
と
い

う
こ
と
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

山
に
入
り
姿
を
隠
せ
ば
住
民
も
安
心
す
る
し
、
米
軍

も
、
空
襲
で
殆
ど
全
滅
状
態
だ
か
ら
再
び
襲
う
こ
と
は
な

か
ろ
う
が
、
油
断
は
禁
物
で
あ
る
か
ら
山
に
入
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

食
糧
は
二
、
三
日
分
用
意
し
て
、
日
当
た
り
の
良
い
、

水
の
あ
る
場
所
で
、
敵
か
ら
発
見
し
に
く
い
所
を
探
し
て

落
ち
着
き
ま
し
た
。

そ
の
時
の
総
員
は
百
人
に
も
満
た
ず
、
銃
機
は
十
挺
足

ら
ず
、
船
を
沈
め
ら
れ
た
時
は
朝
食
の
最
中
で
、
丸
腰
で

い
た
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
自
分
の
装
具
も
持
た
ぬ
者
は

半
数
以
上
あ
っ
た
。
敵
に
見
付
か
れ
ば
、
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

一
泊
し
て
移
動
す
る
時
は
、
火
の
始
末
は
勿
論
、
足
跡

ま
で
消
し
て
出
掛
け
ま
し
た
。
私
は
病
み
上
が
り
の
た
め

後
尾
を
黙
々
と
付
い
て
山
に
登
り
ま
し
た
。

途
中
、
小
さ
な
川
の
側
で
芋
の
昼
食
を
済
ま
せ
、
二
時

間
程
歩
い
た
所
が
少
し
高
台
に
な
り
、
草
原
が
あ
り
、
そ

の
上
を
我
々
の
陣
地
に
し
よ
う
と
の
意
見
が
出
て
、
水
の

便
等
を
考
え
て
、
近
く
に
小
屋
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
雨
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を
防
ぐ
た
め
バ
ナ
ナ
の
葉
を
集
め
て
屋
根
を
作
る
だ
け
の

小
屋
を
作
り
、
山
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
島
民
ゲ
リ
ラ

に
攻
め
ら
れ
る
。
そ
の
夜
米
軍
艦
砲
射
撃
を
一
回
受
け
、

死
者
多
数
出
て
、
全
員
は
四
十
人
弱
と
な
り
ま
し
た
。
木

の
実
、
野
生
の
バ
ナ
ナ
、
ド
リ
ア
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等

を
集
め
、
小
さ
な
川
を
掘
り
水
を
溜
め
て
水
風
呂
を
作
っ

て
、
垢
を
流
し
な
が
ら
、
遠
い
日
本
の
故
郷
を
想
い
、
明

日
を
も
知
れ
ぬ
命
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
日
が
経
つ
に
従

い
、
栄
養
失
調
と
警
戒
心
の
た
め
、
眼
だ
け
が
光
り
、
声

も
大
き
な
声
が
出
ぬ
位
で
し
た
。

新
潟
出
身
の
兵
隊
で
腎
臓
が
悪
く
な
り
、
身
に
付
け
て

い
る
ズ
ボ
ン
が
、
身
体
全
体
が
腫
れ
て
皮
膚
か
ら
水
が
吹

き
出
し
て
、
い
つ
も
濡
れ
ズ
ボ
ン
を
着
け
て
苦
し
そ
う
に

し
て
い
た
。
そ
こ
で
毎
日
、
山
を
降
り
て
住
民
が
作
っ
て

い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
畑
家
に
行
き
、
近
く
に
人
が
居
た

り
、
家
が
あ
る
時
に
は
了
解
を
得
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

枯
れ
た
毛
を
取
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
煮
沸
し
て
水
の
代
わ

り
に
呑
ま
せ
ま
し
た
。
漢
方
薬
に
そ
の
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
毎
日
材
料
を
探
し
に
出
掛
け
ま
し
た
。

あ
る
日
、
小
さ
な
家
に
行
き
、
材
料
を
頼
み
に
許
し
を

乞
う
た
め
に
家
を
覗
い
た
所
、
主
人
が
足
を
負
傷
し
た
所

に
行
き
合
わ
せ
、
警
戒
せ
ぬ
よ
う
手
真
似
で
安
心
さ
せ
、

よ
く
診
た
と
こ
ろ
骨
に
は
心
配
が
な
い
こ
と
が
解
り
、
古

い
け
れ
ど
傷
薬
を
持
っ
て
再
び
訪
ね
、
痛
み
止
め
と
傷
薬

を
付
け
て
や
り
ま
し
た
。

次
の
日
も
、
三
日
通
っ
て
傷
の
痛
み
も
止
ま
り
、
包
帯

の
換
え
方
も
教
え
て
や
り
、
数
日
後
に
尋
ね
た
時
に
は
歩

い
て
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
も
出
て
来
て
二
人
で
お
礼
を
言

う
。
そ
の
上
、
食
糧
も
沢
山
貰
っ
て
帰
り
、
暖
か
い
心
の

籠
も
っ
た
食
事
が
で
き
、
皆
喜
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

九
州
出
身
の
原
曹
長
は
気
丈
な
人
で
し
た
が
、
あ
る

日
、
米
軍
の
小
さ
な
倉
庫
を
発
見
し
、
中
に
あ
っ
た
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
を
持
ち
出
し
て
、
こ
れ
に
信
管
を
付
け
て
海
に

行
き
、
魚
が
回
遊
し
て
く
る
の
を
捕
る
の
だ
と
威
勢
良
く

出
て
行
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
北
海
道
出
身
の

波
間
准
尉
も
そ
の
海
岸
に
い
て
、
爆
薬
の
破
裂
す
る
音
を
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聞
き
不
審
に
思
い
、
静
か
に
近
付
い
た
所
、
原
曹
長
だ
と

分
か
っ
て
吃
驚
仰
天
「
ど
う
し
た
」
と
問
え
ば
「
失
敗
し

た
、
こ
の
ま
ま
死
な
せ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
泣
い
て
い
る

の
を
無
理
に
連
れ
て
帰
っ
て
来
た
と
の
こ
と
。

早
速
傷
を
診
れ
ば
右
手
の
掌
が
無
く
な
り
、
人
差
指
が

皮
だ
け
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
傷
を
診
て
す
ぐ

に
消
毒
す
べ
く
近
く
に
い
た
者
を
呼
び
、
大
至
急
お
湯
を

沸
か
す
よ
う
頼
み
、
止
血
し
て
、
煮
沸
し
た
湯
を
冷
し
た

水
で
洗
っ
て
消
毒
、
傷
の
骨
の
破
片
及
び
、
指
も
切
り
取

り
、
皮
を
寄
せ
て
縫
い
合
わ
せ
、
消
毒
し
た
布
で
包
み
ま

し
た
。
蠅
を
防
ぐ
の
が
大
変
な
作
業
で
す
。

一
段
落
し
ま
し
た
が
、
麻
酔
薬
ら
し
き
物
は
何
一
つ

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
と
は
本
人
の
精
神
力
と
蠅
を

防
ぐ
こ
と
で
、
一
週
間
看
病
し
ま
し
た
。
曹
長
は
帰
国
後

傷
の
手
当
て
、
義
手
を
作
っ
て
貰
い
、
傷
痍
軍
人
の
手
当

て
も
受
け
安
定
し
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
九

州
か
ら
は
「
蜜
柑
」
を
、
当
方
か
ら
は
「
林
檎
」
を
と
、

相
互
に
送
り
合
っ
て
い
ま
す
。

話
は
元
に
戻
り
ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
九
月
半
ば
頃

「
米
軍
の
偵
察
機
も
飛
ん
で
来
な
い
の
か
音
も
し
な
い
」

と
話
し
て
い
た
頃
、
芋
の
蔓
を
取
っ
て
来
た
兵
隊
が
、
こ

ん
な
紙
が
途
中
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
見
せ
ま
し
た
。

何
の
気
な
し
に
読
ん
だ
所
「
日
本
の
兵
士
に
告
ぐ
、
日

本
国
は
無
条
件
降
伏
し
た
か
ら
、
山
中
に
居
る
者
は
速
や

か
に
山
か
ら
降
伏
し
出
て
来
い

」
と
印
刷
し
て
あ
り
ま

し
た
。

数
日
後
、
陸
軍
の
参
謀
が
山
ま
で
登
っ
て
来
ら
れ
、
今

ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
隊
長
と
下
山
の
日
程
を
決
め
て

帰
ら
れ
ま
し
た
。
後
は
マ
ス
バ
テ
島
で
捕
虜
収
容
所
に
入

り
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
味
わ
う
捕
虜
生
活
は
哀
れ
な
る
か

な
、
鉄
条
網
の
動
物
園
そ
の
も
の
で
す
。
狭
い
所
に
折
り

た
た
み
の
ベ
ッ
ド
。
三
分
粥
が
飯
盒
の
蓋
に
軽
く
一
杯
だ

け
で
す
。
栄
養
失
調
の
た
め
か
動
か
な
い
と
寒
く
て
震
え

て
い
ま
し
た
。

現
地
人
の
夫
婦
が
荷
物
を
持
っ
て
、
収
容
所
の
中
を
探

し
な
が
ら
行
く
の
を
戦
友
が
見
付
け
て
知
ら
せ
る
の
で
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す
。
よ
く
見
る
と
、
私
が
怪
我
の
手
当
て
を
何
回
か
治
療

し
て
回
復
し
た
島
の
夫
婦
で
し
た
。

私
の
顔
を
発
見
す
る
と
、
手
真
似
で
呼
ん
で
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
見
る
元
気
な
姿
に
安
心
。
夫
婦
も
足
を
見
せ

て
喜
び
、
野
菜
の
芋
、
バ
ナ
ナ
や
他
の
果
実
を
、
監
視
の

眼
に
つ
か
ぬ
よ
う
渡
し
て
「
早
く
隠
せ
」
と
手
真
似
を
し

て
満
足
そ
う
な
顔
を
し
、
最
後
に
、
し
っ
か
り
と
握
手
を

し
て
別
れ
て
行
き
ま
し
た
が
、
彼
の
夫
婦
の
家
か
ら
収
容

所
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
三
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。
あ
の
時
、
余
程
嬉
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
ん
な
所
ま
で
歩
い
て
来
て
く
れ
た
真
心
に
打
た
れ

涙
が
出
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
北
支
に
い
た
時
も

経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
人
の
心
は
、
敵
も
味
方
も
な
い
、

人
種
も
な
い
も
の
と
今
で
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。

レ
イ
テ
島
タ
ク
ロ
パ
ン
収
容
所
に
約
二
カ
月
お
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
毎
日
の
如
く
使
役
に
行
き
ま
す
。
あ
る
時

は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
自
動
車
洗
浄
の
使
役
が
当
た
る

と
、
こ
れ
が
一
番
辛
い
作
業
で
し
た
。
栄
養
失
調
の
体

で
、
水
に
濡
れ
、
夕
方
寒
く
て
監
視
の
眼
を
盗
ん
で
陽
に

当
た
り
、
少
し
で
も
体
を
温
め
る
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
た

が
、
私
は
使
役
に
は
率
先
し
て
行
き
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
十
二
月
十
八
日
、
突
如
呼
び
出
さ

れ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、
一
度
も
行
っ
た
こ
と
の
な
い
船

着
き
場
へ
行
き
ま
し
た
。
整
理
し
て
待
っ
て
い
る
と
、
約

一
時
間
後
、
名
前
を
呼
ば
れ
ま
し
た
。
次
々
と
呼
ば
れ
た

者
は
別
の
所
に
整
列
し
て
い
る
。
約
一
時
間
近
く
あ
り
ま

し
た
。
現
地
人
が
首
実
検
を
し
、
私
共
の
中
か
ら
十
人
余

り
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

間
も
な
く
銃
を
肩
に
し
た
兵
隊
が
来
て
、
一
列
に
し
て

船
の
方
へ
引
率
し
、
舟
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何

の
前
触
れ
も
な
く
乗
船
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
行

く
の
か
ど
こ
へ
行
く
の
か
一
切
説
明
が
な
い
の
で
す
。
貨

物
船
の
甲
板
か
ら
階
段
を
降
り
れ
ば
船
倉
で
、
仕
切
り
も

何
も
無
く
、
広
い
所
に
三
十
人
程
し
か
い
ま
せ
ん
。
船
が

揺
れ
る
度
に
体
が
左
右
に
転
が
っ
て
ゆ
く
。
船
酔
い
が
激

し
く
起
き
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
食
欲
も
な
く
、

失
神
せ
ぬ
ば
か
り
で
し
た
。
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食
事
は
、
一
日
に
缶
詰
一
個
が
配
給
に
な
り
ま
す
が
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
九
日
目
、
誰
か
が
「
富
士
山

が
見
え
る
ぞ

日
本
に
間
違
い
無
い
ぞ

」
と
叫
び
、

皆
が
一
斉
に
甲
板
に
上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。
暫
く
し

て
、
大
き
な
声
で
「
間
違
い
な
い
、
富
士
山
だ
」
と
喜
び

の
声
を
発
し
て
降
り
て
来
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
程
苦
し
く
て
は
、
長
く
生
き
て
い
ら
れ
ぬ

か
も
知
れ
ぬ
と
思
い
、
全
身
の
力
で
起
き
上
が
り
、
階
段

に
手
を
付
き
、
一
歩
、
一
歩
よ
じ
昇
っ
て
甲
板
に
座
り
込

み
、
何
年
ぶ
り
か
で
見
る
富
士
山
を
眺
め
て
い
る
う
ち
、

故
郷
の
姿
と
重
な
り
涙
が
流
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

う
っ
と
り
眺
め
て
い
る
と
、
監
視
兵
が
来
て
「
下
へ
降

り
ろ
」
と
注
意
し
た
の
で
、
階
段
の
所
ま
で
行
き
、
這
っ

て
降
り
か
け
た
所
、
監
視
兵
が
私
を
助
け
て
下
ま
で
降
ろ

し
て
く
れ
ま
し
た
。

夕
方
ま
で
に
浦
賀
港
へ
着
き
、
船
か
ら
降
り
る
頃
は
日

が
暮
れ
て
真
っ
暗
で
し
た
が
、
荷
物
ら
し
い
も
の
は
何
も

な
い
の
と
、
日
本
の
土
が
踏
め
る
と
い
う
喜
び
と
で
、
一

人
で
皆
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
砲
兵

学
校
で
一
晩
泊
ま
り
、
味
噌
汁
で
晩
と
朝
食
を
食
べ
ま
し

た
。翌

、
十
二
月
二
十
八
日
、
朝
、
整
列
の
声
が
か
か
り
、

復
員
証
明
書
を
渡
す
と
の
こ
と
で
並
ん
で
い
る
と
「
ご
苦

労
で
し
た
」
と
言
う
言
葉
と
、
一
〇
×
一
五
セ
ン
チ
角
位

の
和
紙
に
書
い
た
復
員
証
明
書
と
住
所
氏
名
、
そ
れ
に
乾

麵
包
二
食
だ
け
貰
い
解
散
で
し
た
。

私
が
復
員
し
た
時
に
は
米
軍
の
擬
装
服
で
、
軍
服
は
無

い
か
ら
と
雨
コ
ー
ト
一
枚
を
受
け
取
っ
て
、
雪
の
積
も
っ

た
故
郷
へ
帰
り
ま
し
た
。
米
軍
の
編
上
げ
の
ズ
ッ
ク
靴
を

履
き
、
十
二
月
三
十
日
の
夕
方
、
雪
の
七
〇
セ
ン
チ
余
り

積
も
っ
た
生
家
へ
辿
り
着
け
ば
、
両
親
は
い
ま
し
た
が
、

一
目
見
て
「
お
前
誰
じ
ゃ
、
家
の
子
は
戦
死
し
て
役
場
か

ら
通
知
が
一
年
も
前
に
来
て
い
る
。
お
前
は
贋
者
だ
」
と

言
っ
て
、
い
く
ら
説
明
し
て
も
駄
目
で
、
私
も
家
に
は
入

る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
ス
バ
テ
島
で
死
ね
ば
良
か
っ
た
と
思
い
…
…
。
故
郷

を
出
て
行
く
時
は
御
国
の
為
と
、
学
校
の
子
供
か
ら
村
の
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人
達
ま
で
沢
山
の
人
達
ま
で
沢
山
の
人
達
が
、
真
心
を

も
っ
て
送
っ
て
く
れ
た
。
お
国
の
た
め
と
唄
わ
れ
て
、
雪

の
中
を
村
は
ず
れ
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
の
に
…
…
と
。

そ
れ
が
親
に
ま
で
見
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
思
う
と

悲
し
く
な
り
、
帰
っ
て
来
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
、
戦
死
す

れ
ば
親
孝
行
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
と
、
悔
み

ま
し
た
。

何
と
情
け
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
雪
の
中
で
ズ
ッ
ク
靴
は

濡
れ
て
身
体
は
冷
え
て
悲
し
み
が
先
に
立
ち
、
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ず
立
ち
つ
く
し
て
居
た
所
へ
、
隣
の
お
婆
さ

ん
が
通
り
か
か
り
「
お
前
達
は
何
だ
、
こ
の
日
暮
れ
に
」

と
言
っ
て
家
に
寄
り
ま
し
た
。
母
親
が
「
先
程
南
方
の
方

か
ら
帰
っ
て
来
た
と
言
う
け
れ
ど
、
家
の
子
は
南
方
で
戦

死
と
い
う
通
知
が
、
役
場
か
ら
半
年
も
前
に
あ
っ
た
の
で

信
じ
ら
れ
ず
、
見
れ
ば
痩
せ
て
、
こ
ん
な
顔
じ
ゃ
な
か
っ

た
」
と
。

隣
の
お
婆
さ
ん
は
「
お
前
た
ち
が
、
疑
が
っ
て
も
無
理

は
な
い
が
、
こ
ん
な
寒
い
時
に
外
に
居
て
震
え
て
お
ら
ず

に
、
今
晩
家
の
中
で
、
話
を
し
て
見
よ
。
親
子
の
こ
と

じ
ゃ
、
他
人
な
ら
、
し
っ
ぽ
が
出
る
わ
い
」
と
、
話
を
打

切
り
、
一
先
ず
家
に
入
っ
て
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
落

ち
着
い
て
御
飯
を
食
べ
な
が
ら
話
し
ま
す
と
、
全
部
話
は

合
っ
て
い
ま
す
。

御
飯
の
支
度
を
母
親
が
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
茶
碗
の

ご
飯
を
三
分
目
程
に
し
て
貰
い
、
野
菜
の
煮
た
も
の
を
少

し
口
に
し
た
だ
け
で
し
た
。
他
に
、
欲
し
い
物
は
無
く
、

た
だ
「
寒
い
、
眠
い
」
の
二
言
だ
け
で
す
。
そ
の
晩
は
、

死
ん
だ
よ
う
に
眠
り
、
朝
起
こ
さ
れ
る
ま
で
ひ
と
眠
り
で

し
た
。

朝
、
簡
単
に
両
親
に
話
し
、
食
物
は
島
へ
渡
る
前
か

ら
、
不
自
由
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
。
着
衣
は
破
れ
、
椰

子
の
葉
で
草
履
を
作
り
、
山
の
中
で
一
年
も
生
活
し
、
ま

た
、
赤
痢
に
な
り
、
駄
目
だ
と
覚
悟
し
た
こ
と
。
栄
養
失

調
に
な
り
、
山
に
入
り
尚
更
に
食
物
が
少
な
く
な
り
、
空

襲
も
激
し
く
な
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
初
に
マ
ニ
ラ
か
ら
レ
イ
テ
に
向
か
っ
た
の
を

数
え
る
と
五
回
目
で
あ
っ
た
。
一
回
目
は
状
況
が
悪
く
な

り
引
返
し
、
二
回
目
は
船
が
座
礁
し
海
防
艦
に
助
け
ら
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れ
、
三
回
目
は
急
に
悪
状
況
の
た
め
逆
戻
り
を
す
る
。
次

に
は
船
も
最
後
の
船
と
な
り
、
溶
接
張
り
の
船
で
、
島
陰

に
隠
れ
な
が
ら
、
も
う
半
日
余
り
と
い
う
所
で
空
爆
を
受

け
沈
没
す
る
。
考
え
れ
ば
考
え
る
程
我
が
身
が
何
回
も
死

ん
だ
筈
な
の
に
不
思
議
に
生
き
て
い
る
？

タ
ク
ロ
パ
ン
か
ら
浦
賀
へ
の
船
の
中
で
は
九
日
間
に
五

食
し
か
食
べ
て
お
り
ま
せ
ん
。
浦
賀
で
味
噌
汁
の
一
食
で

し
た
と
話
し
ま
し
た
。
支
給
さ
れ
た
乾
麵
飽
二
袋
は
土
産

に
親
に
渡
し
ま
し
た
。
食
欲
が
無
く
一
メ
ー
ト
ル
あ
る
囲

炉
裏
に
大
き
な
薪
を
く
べ
て
暖
か
く
し
て
あ
る
の
に
寒
さ

が
取
れ
ず
、
食
欲
も
無
い
の
で
炬
燵
に
入
り
寝
て
し
ま
い

ま
し
た
。

翌
朝
母
が
起
こ
し
に
来
て
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
、

心
配
に
な
っ
た
と
言
い
、
時
間
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

昨
夜
は
八
時
頃
寝
た
は
ず
で
、
今
は
も
う
十
一
時
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。
母
も
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
、
死
ん
だ
の

で
は
と
心
配
し
て
い
た
と
、
後
か
ら
笑
わ
れ
ま
し
た
。

腹
が
空
い
た
だ
ろ
う
と
い
ろ
い
ろ
食
べ
物
を
準
備
し
て

く
れ
ま
し
た
が
寒
さ
が
と
れ
ず
眠
い
だ
け
で
す
。
長
い

間
、
十
九
年
十
二
月
初
め
か
ら
、
芋
蔓
か
ら
、
デ
ン
デ
ン

虫
、
豚
の
皮
、
川
の
蟹
等
、
小
さ
な
虫
は
生
き
た
ま
ま
食

べ
て
、
栄
養
等
は
考
え
る
余
裕
は
な
く
、
着
て
い
る
物
、

履
物
は
破
れ
て
く
る
の
で
椰
子
の
葉
で
縄
を
作
り
、
外
側

を
グ
ル
グ
ル
巻
き
し
て
行
動
す
る
し
か
無
か
っ
た
の
で

す
。衣

類
も
小
さ
な
町
で
、
無
人
を
幸
い
に
衣
類
ら
し
き
物

を
皆
山
に
運
び
、
之
を
使
っ
て
足
袋
の
代
用
を
作
り
、
活

用
で
き
る
物
は
生
か
し
て
使
い
ま
し
た
。
今
、
当
時
の
生

活
を
想
い
起
こ
せ
ば
人
間
の
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。食

糧
も
山
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
人
間
が
手
を
加
え

て
こ
そ
初
め
て
価
値
が
生
ま
れ
る
も
の
。
私
達
も
、
も
う

少
し
救
助
さ
れ
な
か
っ
た
ら
全
員
栄
養
失
調
に
な
り
餓
死

し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

家
へ
帰
っ
た
お
陰
で
、
食
糧
の
心
配
も
空
爆
の
恐
ろ
し

さ
も
無
い
け
れ
ど
、
体
力
が
付
か
ず
、
時
折
、
南
方
で
ゲ

リ
ラ
に
苦
し
め
ら
れ
た
時
の
こ
と
が
悪
夢
の
よ
う
に
浮
か

び
、
捕
虜
生
活
の
苦
し
か
っ
た
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
い
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つ
ま
で
も
苦
し
み
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
恩
給
欠
格
者
の
申
請
が
あ
り
、
私

の
兄
は
該
当
し
ま
し
た
。
私
の
軍
歴
は
、

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
二
日
、
マ
ニ
ラ
着
。

二
十
五
日
、
マ
ン
ダ
レ
ー
着
、
同
地
駐
留
。

八
月
二
十
二
日
よ
り
十
月
九
日
ま
で
、
比
島
全
島
第
三

期
粛
正
討
伐
に
参
加
、
部
隊
編
制
、
歩
兵
第
十
三
連

隊
第
二
大
隊
第
六
中
隊
に
転
隊
と
な
り
、

十
九
年
十
月
十
一
日
よ
り
第
二
次
揚
渡
作
戦
に
参
加
。

十
月
二
十
二
日

レ
イ
テ
作
戦
参
加
の
為
マ
ニ
ラ
港
出

港
、

同
二
十
六
日

ル
ソ
ン
島
南
端
沖
に
て
遭
難
し
、
同
日

海
防
艦
に
て
救
助
さ
れ
マ
ニ
ラ
へ
戻
る
。

十
一
月

四
日

悪
状
況
の
為
マ
ニ
ラ
ヘ
逆
行
す
。

〃

十
九
日

再
度
、
レ
イ
テ
作
戦
の
為
マ
ニ
ラ

発
。

〃

二
十
四
日

マ
ス
バ
テ
島
南
端
（
リ
ン
ボ
ハ

ン
）
に
て
敵
機
発
見
、
戦
闘
中
輸
送
船
沈
没
、
マ
ス

バ
島
に
避
難
上
陸
。
比
島
軍
最
高
司
令
部
の
命
に
よ

り
マ
ス
バ
テ
島
の
警
備
。

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
四
日

武
装
解
除
、
捕
虜
収
容

所
へ
入
る
。

同

二
十
四
日

捕
虜
収
容
所
発
。

同

二
十
六
日

タ
ク
ロ
バ
ン
収
容
所
着
。

同

十
二
月
十
八
日

タ
ク
ロ
バ
ン
発
。

同

二
十
七
日

横
須
賀
着
。

同

二
十
八
日

復
員
除
隊
。

同

三
十
日

実
家
へ
到
着
。

比
島
戦
末
期

生
き
残
っ
た
通
信
隊
員

秋
田
県

鈴

木

寅

吉

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
月
七
日
生
ま
れ
で
す
か
ら

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
徴
集
と
な
り
ま
す
。
現
役
で

は
な
く
、
昭
和
十
九
年
三
月
十
五
日
秋
田
の
第
十
七
連
隊

の
留
守
隊
に
召
集
を
受
け
ま
し
た
。
三
カ
月
の
教
育
召
集
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